
 

 

 

 

■交通防犯部会活動 

１）交通安全啓発横断幕・のぼり旗設置 

9 月 21 日から 9 月 30 日までの期間、秋の交通

安全県民総ぐるみ運動が展開されます。 

芳工連交通防犯部会では、展開に当たり、20 日午

前 10 時 30 分より 14 社 15 名のメンバーにて、

管理センター前交差点・芳賀台交差点の 2 箇所に交

通安全啓発の横断幕・のぼり旗の設置を行いました。 

のぼり旗設置については、山王テック様のご厚意

により敷地内へ、のぼり旗設置用専用パイプの埋設

をさせて頂いた事で、設置作業も効率よく進みまし

た。『山王テック様のご厚意に感謝申し上げます』 

２）第 2 回部会開催 

のぼり旗設置後は、管理センター会議室へ移動、

第 2 回部会を開催しました。 

冒頭、前田部会長より、のぼり旗・横断幕設置作

業に対してのお礼の言葉が有り、各案件の審議に入

りました。今後の展開としては、10 月 31 日開催の

交通安全講習会についての出席依頼、団地内防犯環

境総点検に先駆け、防犯灯設置に関しての情報提供、

年末年始の交通安全運動展開についての日程等につ

いて審議をしました。 

３）秋の交通安全県民総ぐるみ運動展開・街頭立哨の実施 

9 月 25 日 7：30～管理センター前の交差点に

おいて、真岡警察署並びに芳賀町・地域自治会・町

議会議員・芳工連等各種団体の方々による街頭立哨

を行いました。 

街頭立哨に先立ち、芳賀町坪川副町長及び真岡警

察大垣署長からは、管内での交通死亡事故発生が、

連続して発生した事を受け、2 回の交通事故多発警

報が発令されるなど異常事態となっており、それぞ

れの団体等に於いて、交通安全活動を展開している

との挨拶を頂いた後、芳工連交通防犯部会メンバー１５名を含む 50 名程で、交差点で信号待ちを

しているドライバーに安全運転励行のお願いをさせて頂きました。 
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■全国安全衛生週間について 

１）全国安全衛生週間説明会開催 

今年で 64 回を迎える全国安全衛生週間は、労働

者の健康管理や職場環境改善など、労働衛生に関す

る国民の意識を高め、職場での自主的な活動を促し

て労働者の健康を確保することを目的に毎年実施し

ており、今年は、9 月 1 日～9 月 30 日迄を準備月

間として、10 月 1 日～7 日まで実施されます。    

説明会は、9 月９日真岡市青年女性会館にて、真

岡労働基準監督署管内の150社程の企業が集まり開

催され、主催者あいさつとして、一般社団法人真岡労

働基準協会会長会社の日産自動車株式会社栃木工場

の吉田様より開会の挨拶後、来賓の真岡労働基準監督

署長高橋様より、近年過重労働による健康障害やメン

タルヘルスの不調などの健康問題が重要な課題とな

っている事から、労働者自身や管理監督者が一丸とな

って取り組む事、又、過重労働に対しては、労使双方

ともに、客観的に労働時間を把握することを強く望み

ますとの挨拶を頂きました。 

 労働衛生週間実施にあたり、労働基準監督署・樋浦安衛課長様より実施要領についての説明では、

労働衛生水準の、より一層の向上及び労働衛生意識の高揚を図るとともに、自主的な労働衛生管理

活動の定着を目指して各事業所に於いては、 

・健康管理の推進  ・過重労働による健康障害防止のための総合対策の推進 

・労働者の心の健康保持推進の為の、指針に基づくメンタルヘルス対策の推進 

・労働衛生管理体制の確立・作業環境管理の推進等について、実施する様依頼が有りました。 

今期スローガンは、『健康管理 進める 広げる 職場から』です 

２）特別講演 

説明会終了後は、栃木県精神保健福祉センター所

長の増茂尚志先生による、『健康診断時のメンタルヘ

ルスチェックの活用』と題した特別講演が有り、 

・メンタルヘルスの概念 

・ヘルスケアの活動とツールの活用と必要性 

・ストレス反応の三つの方向性について 

・チェックリストの目的・職場における 4 つのケア 

・リストの活用法について、等 

順序良く説明され、多くの参加者は、時には大きく頷き、熱心にメモを取っている姿が有りました。 

増茂先生は栃木県産業保健推進連絡事務所でスタッフの一員として、メンタルヘルス・健康管

理・健康教育等の産業保健全般に関する相談に応じているとの事、特にメンタルヘルスを主に担当

しており、一次予防(発生予防)・二次予防(早期治療)・三次予防(職場復帰・再発防止)についての

相談は、いつでも門戸を開いているとの事だそうです。 



■安全衛生部会からのお知らせ 

10 月 4 日 管理センター大会議室に於いて、健康づくり講習会が開催されます。 

今回の講習会は、県東健康福祉センターの協力を戴き、講師に、さいたま市こころの健康センター

所長 岡崎直人先生をお招きし、ストレス回避策として習慣的に飲酒をされている方に、アルコー

ル依存症となった事例も多く、飲酒の問題が深刻化した依存症となる前に、また、生活習慣病予防

という観点から、適切な対応ができるようになることを目的として開催します。 

演題は、『アルコールが与える心身への影響及び職場における大量飲酒者への対応』と題して講演

を頂く事になりました。 

ご多忙の処では御座いますが、是非御参加下さい。 

■環境整備部会からのお知らせ 

10 月 24 日午前 9 時 30 分～10 時 30 分より、芳賀町の環境美化の日に合わせ、工業団地の

環境保全と美化促進の為に今年度 3 回目のクリーン作戦を実施いたします。 

クリーン作戦は、工業団地内を 5 区画に分け実施させて頂いており、当日雨天の場合は、25 日

に延期となりますので、ご承知置き願います。 

■芳賀町ロマン花火 第 5 回実行委員会開催 

9 月 26 日、ロマンの湯会議室において、第 5 回実

行委員会が開催され、収支決算、本年度の反省事項な

どについて審議されました。 

大林観光協会会長の挨拶の後、事務局より収支決算

が報告され、今年度の状況は、協賛金 702 万円と前

期比約 4％増となりました。芳工連よりも多くの協賛

を頂き感謝致します。 

花火大会の総括としては、多少の反省点は有るもの

の、概好評で、特に打ち上げる毎に説明のアナウンス

が好評との事で、次回も継続して行く方向です。 

来年の花火大会も、8 月上旬を目標に進めていく予定です。 

■芳賀南小 3 年生からのお礼の手紙 

去る6月20日芳賀町立南小学校の3年

生 37 名が、社会科校外学習の一環で、当

管理センターを訪れ、工業団地について、

勉強をしました。団地が造成され始めた時

の姿と、今の姿、団地内の企業様がどの様

な仕事をしているかを簡単に説明をさせて

頂きました。 

その時のお礼として、児童 37 名から真

心のこもった感謝のお手紙を頂きました、

これからの芳賀町を背負うかわいい子供た

ちが一生懸命書いた御礼状です、 

管理センターに御出での方にも見て頂きたく、ロービーに掲示してありますので、是非ご覧くだ

さい。 



芳工連日誌 

【0９月の実績 】 

09 日 全国労働衛生週間説明会 

20 日-30 日 秋の交通安全運動 

20 日 交通防犯部会第 2 回部会 

交通安全のぼり旗設置 

25 日 交通安全街頭指導 

25 日 資源ごみ回収日 

26 日 はが町ロマン花火実行委員会 

【１０月の予定 】 

01 日 交通安全のぼり旗撤去 

03 日 第 2 回役員会 

0４日 健康づくり講習会 

16 日 若手研修会 

2３日 資源ごみ回収日 

2３日 普通救命講習会 

24 日 クリーン作戦 

25 日 商工会との交流会 

31 日 交通安全講習会 

■ゆるキャラグランプリ２０１３ 投票のお願い 

 芳賀町では、マスコットキャラクター「はがまるくん」を制

作し、町のイメージアップ、観光振興、町民の交流等の推進を

図っています。 

 このたび、インターネット人気投票「ゆるキャラグランプリ

２０１３」に「はがまるくん」が出場しました。 

つきましては、下記アドレスにより投票できます

http://www.yurugp.jp/#open01 

 投票は１アドレスから１日１回です。投票期間は９月１７日

（火）から１１月８日（金）までとなっています。 

 投票期間中の毎日、皆さまのご支援をいただきまして、 

「はがまるくん」が上位に位置づけられるよう頑張りましょう。 

 

■県よりのお知らせです。 
（再生可能エネルギー発電システム等事業者導入促進対策事業）について 

１）内容： 

自家消費向けの再生可能エネルギー発電システム等の設備導入事業を行う事業者に対 

し、設備導入費の一部を補助 

２）対象事業者： 

自家消費向けの再生可能エネルギー発電システム等の設備導入事業を行う民間事業者 

等（法人及び青色申告を行っている個人事業者） 

３）対象となる再生可能エネルギー発電システム等設備の種類： 

太陽光発電、風力発電、バイオマス発電、水力発電、地熱

発電、蓄電池 

（上記の再生可能エネルギー発電システムに併せて設置

する場合のみ） 

４）補助率： 

補助対象経費の 1/3 以内 

１件当たりの年間の補助金額の上限は、原則４千万円（再

生可能エネルギー発電シス 

テムに併せて蓄電池を設置する場合６千万円） 

 ※太陽光発電、風力発電については、別途上限等あり 

５）公募期間： 

平成 25 年９月２日（月）～11 月 29 日（金）17：00

必着 

 詳細については、以下をご覧ください。 

http://www.nepc.or.jp/topics/2013/0902_2.html 
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